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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公開日】平成28年11月10日(2016.11.10)
【年通号数】公開・登録公報2016-063
【出願番号】特願2016-58339(P2016-58339)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   9/00     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   3/24     (2006.01)
   Ａ０１Ｇ  13/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ    9/00     ＣＥＳＡ
   Ｂ３２Ｂ    3/24     　　　Ｚ
   Ａ０１Ｇ   13/02     　　　Ｃ
   Ａ０１Ｇ   13/02     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成28年10月31日(2016.10.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱可塑性樹脂を含有し、反射性を有する基材シートを有する農業用シートであって、
　前記基材シートが多孔質基材シートであり、
　前記農業用シートの一方の表面から他方の表面を貫通する貫通孔を複数有し、
　前記農業用シートにおける前記貫通孔の割合が、１万個／ｍ２～１００万個／ｍ２の範
囲内であることを特徴とする農業用シート。
【請求項２】
　前記農業用シートの開孔率が、４％～９％の範囲内であることを特徴とする請求項１に
記載の農業用シート。
【請求項３】
　前記貫通孔の径が、５μｍ～１ｍｍの範囲内であることを特徴とする請求項１または請
求項２に記載の農業用シート。
【請求項４】
　前記基材シートに含有される前記熱可塑性樹脂が、ポリオレフィン系樹脂であることを
特徴とする請求項１から請求項３までのいずれかの請求項に記載の農業用シート。
【請求項５】
　前記基材シートに含有される前記熱可塑性樹脂が、ポリプロピレン系樹脂であることを
特徴とする請求項１から請求項４までのいずれかの請求項に記載の農業用シート。
【請求項６】
　前記多孔質基材シートの透湿度が、前記貫通孔以外の部分において、６００ｇ／（ｍ２

・ｄａｙ）以上であることを特徴とする請求項１から請求項５までのいずれかの請求項に
記載の農業用シート。
【請求項７】
　前記多孔質基材シートの耐水圧が、前記貫通孔以外の部分において、１０ｋＰａ以上で
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あることを特徴とする請求項１から請求項６までのいずれかの請求項に記載の農業用シー
ト。
【請求項８】
　前記基材シートと、前記基材シートを補強する補強シートとが、接合していることを特
徴とする請求項１から請求項７までのいずれかの請求項に記載の農業用シート。
【請求項９】
　前記補強シートが、織布または不織布であることを特徴とする請求項８に記載の農業用
シート。
【請求項１０】
　前記基材シートと、前記補強シートとが、熱接着性樹脂層を介して接合していることを
特徴とする請求項８または請求項９に記載の農業用シート。
【請求項１１】
　前記熱接着性樹脂層が、エチレン－酢酸ビニル共重合体を有することを特徴とする請求
項１０に記載の農業用シート。
【請求項１２】
　請求項１から請求項１１までのいずれかの請求項に記載の農業用シートの製造方法であ
って、
　針状部材を用いて前記貫通孔を形成することを特徴とする農業用シートの製造方法。
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